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長岡地方合同庁舎は、すでに整備されていた長岡法務支局を別館とする形で、長岡駅の南約1ｋｍの

旧国鉄長岡操車場跡地を中心とした地域に整備された、「長岡防災シビックコア」地区内に建設され

ました。

あっと

長岡地方合同庁舎

■施設名 ：長岡地方合同庁舎（本館）

■所在地 ：長岡市千歳1-3-88

■発注者 ：国土交通省北陸地方整備局

■工事期間：平成21年1月～平成23年3月

■構造規模：RC造 7階建 延べ面積 約7,420㎡

■入居官庁：自衛隊新潟地方協力本部長岡出張所、長岡税

務署、長岡労働基準監督署、長岡公共職業安定所、北陸

農政局長岡地域センター

p2 話題（新潟市）・・・（仮称）食育・花育センター建設工事の概要について
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（仮称）食育・花育センター建設工事の概要について

１．事業概要

全国有数の大農業都市である「食と花の政令

市にいがた」の特色を活かした食育・花育を展

開する拠点施設を整備し、心と身体の健康づく

りを市民運動へと展開させ、新潟の「食と花」

の素晴らしさを楽しむことにより、地域に誇り

を持つ機運の醸成を、民活整備施設との有機的

な連携と共に図る。

２．建物の特徴

アトリウムの屋根は、直径23ｍ程度の円形の

大空間を構成するため、屋根を軽量化し下部躯

体への影響を小さく抑える計画とし、構造シス

テムは張弦梁構造を採用することで、部材断面

を小さくし軽量化を図った。アトリウムの構造

体は、木質ハイブリッド（鉄と木）によるエキ

スパンションジョイントのない混構造であり、

大空間を演出している。床フローリングは、ア

トリウムでは厚さ40mmのスノコ貼り、情報・展

示コーナー及び２階は厚さ21mmサネ貼りである。

杉材を多く用いており、構造体約240㎥・仕上

材約120㎥計約360㎥使用している。仕上げ材の

内約70㎥が新潟県産材。床フローリングは新潟

市産材を使用している。また、農舎棟は越後杉

を用いた木構造となっている。

アトリウム内には高木（シマトネリコ）が植

樹されており、半屋外的な解放感ある空間が形

成されている。高木の葉洗浄と冬場の花々の乾

燥防止にマイクロミストがある。

屋上には、樹木のようにエネルギーを育てる

太陽光発電のエコツリーを設置。温室内には環

境を配慮しリサイクル燃料を使ったペレットボ

イラー（100,000kw)の導入。施設の大半の照明

がＬＥＤを用いるなど、ＥＣＯに配慮している。

外観（西側圃場より眺め）

外観（夕方）

内観（アトリウム上部照明）

シースルーエレベーターシャフト

新潟市建築部公共建築第１課
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３．建物概要

建設場所：新潟市中央区清五郎地内

敷地面積：建設地 14,809㎡

西側圃場 7,500㎡

建物規模：

食育・花育センター棟 鉄筋コンクリー

ト造（一部鉄骨造、木造）2階建

2,338.56㎡

農舎棟 木造 2階建 511.58㎡

主な用途：展示場

主要諸室：アトリウム・食の体験展示コー

ナー・調理実習室・情報展示コーナー・

相談･図書コーナー・事務室・ボランテ

ィア室・会議室・講座室・多目的ラウン

ジ・屋外圃場・育成温室・農舎

４．総事業費 2,110百万円（Ｈ23.8現在）

５．建設スケジュール

平成20年度 基本設計

平成21年度 実施設計・地質調査

平成22年度 建設工事着手(22年7月)・農

舎(23年3月)

平成23年度 駐車場竣工(23年6月)・本館

竣工(23年7月)・西側圃場竣工(23

年8月)・外構竣工(23年9月)

太陽光発電エコツリー

エントランスホール

アトリウム内１

アトリウム内２

アトリウム内３

えいぜん通信＠北陸 2011年夏号 ３



長岡地方合同庁舎の施設整備について

長岡地方合同庁舎は、市内分散６官署の集

約による合同化のメリットを生かした利便性

の向上、市町村合併や組織改変による業務形

態の変化に対応する広域的な行政サービス拠

点として整備されました。

庁舎が位置している長岡防災シビックコア

地区には、市民防災センター、長岡市消防本

部、市民防災公園等の防災関連施設が整備さ

れ、さらに緑化センター、交通関連施設や民

間施設等も整備され、安心・安全な市民防災

拠点、市民に開かれた広域行政サービスの拠

点及び日常的な賑わいが感じられる交流拠点

を形成しております。

整備にあたっては、シビックコア地区内の

統一デザインのサインや形態・色彩等も統一

感のあるものとしており、また、交流広場等

のオープンスペースによる一体性を創出して

おります。

設計に関しては、環境へ配慮したものとし、

平成22年5月26日に公布された「公共建築物

における木材の利用の促進に関する法律」に

先んじて、1階エントランスホールや7階食堂

あるいは各官署の更衣室等、積極的に木材を

利用することとしました。

また、工事中に「北陸地方整備局ユニバー

サルデザイン検討会」を立ち上げ、各界の

方々からユニバーサルデザインに関して、

種々のご意見をいただき、施設に反映させて

きました。

４ えいぜん通信＠北陸 ２０１１年夏号

多目的便所

別館通路

１Fエントランス

ホール

７F食堂

会議室

壁面設置太陽光
パネル

交流広場より合同庁舎を望む



平成22年度完成北陸地方整備局優良工事等表彰（営繕関係）

■平成２１年度完成優良工事等

優良工事等の表彰は、北陸地方整備局所管

の工事等に関し、その施工及び成果が優秀で

あって他の模範となるものを選定し、表彰す

ることにより、良質な社会資本整備を目指す

とともに、建設技術の向上と事業の推進に資

することを目的としています。

表彰は、「優良工事」「優良委託業務」

「優良建設技術者（工事）」「優良建設技術

者（委託業務）」があり、営繕事業における

表彰者は以下のとおりです。

◇優良工事

【北陸地方整備局長表彰】

・工事名称：石川職能校実習棟その他（建

築）改修工事

・施 工 者：南 建 設 株 式 会 社

代表者：北 省一

住 所：石川県羽咋郡志賀町高浜町

レの71番地1

【営繕部長表彰】

・工事名称：佐渡職安（１０）建具改修工事

・施 工 者：伊藤建設株式会社

代表者：伊藤 弘勇

住 所：新潟県佐渡市長木675

◇優良委託業務

【営繕部長表彰】

・業務名称：三条税務署耐震改修外１件工事

監理業務

・受 注 者：株式会社長建設計事務所

代表者：代表取締役所長 木村博幸

住 所：長岡市稲保１－３０６－３

完成写真：外観（佐渡公共職業安定所）

完成写真（石川職能校）

外 観
リフレッシュルーム
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高校生の現場見学会を実施

７月２０日（水）の午前中に、新潟県立新

発田南高等学校建築工学科の生徒３２名が建

設中の新潟美咲合同庁舎2号館（写真右の右

側）とＨ１７年完成している美咲合同庁舎1

号館（写真右の左側）の免震装置を見学しま

した。

保全指導・監督室

車庫棟の配筋や型枠の状況を見学し、主筋

の圧接やスペーサーの設置方法について学習

しました。

また、工事中の庁舎内では、天井や壁の軽

量鉄骨下地の状況や設備工事について、説明

を聞きながら、メモをしたりと学生らしい真

剣さに溢れ説明者からも好評でした。

６ えいぜん通信＠北陸 2011年夏号

見学会は、2号館現場事務所内の会議室に

て設計と工事の概要説明をし、その後２班に

分かれ、１班は建設中の２号館から、２班は

１号館の免震装置から見学をし、最後に全体

で質疑応答を行って帰路につく約２時間の

コースを行いました。当日は建築関連の記者

が取材され、それぞれの新聞に取り上げられ

ました。

庁舎天井吊り材

やインサート等

の説明を受けて

いる状況

美咲 1号館の

免震装置を見

学し、熱心に

メモしている。

美咲２号館の現

場事務所に戻り、

見学後の質疑で

は次々と質問さ

れ予定時間を少

しオーバーした。

見学を終え

て、各担当

者にお礼を

告げてバス

で帰路に。
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第２９回官庁施設保全連絡会議について

はじめに

北陸地方整備局では、管内の官公庁施設の

施設管理者を対象に、保全に関する情報提供

と意見交換を通して、保全の意識向上と適正

な保全の実施を図ることを目的に、毎年度、

官庁施設保全連絡会議を開催しています。

今年度は新潟地区（営繕部主催）を7月12日

(火)に新潟美咲合同庁舎で、石川・富山地区

（金沢営繕事務所主催）を7月25日(月)に金沢

新神田合同庁舎で開催しました。 国家機関５

４官署７１名、独立行政法人３機関３名、地

方公共団体（県・市）７機関９名で延べ

６４機関、８３名の皆さんに出席をいただき

ました。

ご多忙の折り、また暑い中出席いただきあ

りがとうございました。

今年度の議題は以下のとおりです。各議題の

概要を次に紹介します。

－議 題－

○ 管内の建築物等の保全の現況について

○ 前年度保全実地指導結果について

○ 国家機関の建築物等の定期点検制度につい

て

○ 「保全指導実施要領」に基づく保全実地指

導について

○ 各所修繕費・庁舎維持管理費要求単価につ

いて（石川・富山地区のみ）

○ 建築保全業務の仕様書・積算について

○ 保全に係るその他の情報について

○ 新潟美咲合同庁舎１号館での実地講習

＊点検マニュアルチェックシートを活用した

法定点検実地体験 （新潟地区のみ実施）

■ 前年度の保全実地指導結果について

県内の総施設数は１７６施設であり、その

うち保全実地指導を行ったのは１８施設でし

た。 指摘した事項は９２項目にのぼり１施設

当たり、平均５項目でした。

法令点検対象施設と点検の周期を、建築基

準法と官公法について延べ、その違いについ

て確認しました。 また人事院規則による室内

環境の測定にていて確認しました。

保全実地指導における指導内容の割合は

次の１１項目で全体の８０％となっていて、

指摘のあった項目を是正できれば大幅に施

設の健全度が改善出来る事を示しています。

次に 指摘の多かった順にその項目を示します。

１．ルーフドレンの詰まり

２．換気口が障害物又は埃で塞がれ

３．家具什器の転倒防止処置がされてない

４．機械室等に可燃物の設置

５．避難経路上に障害物

６．屋外燃料タンク固定金具の固定不具合

７．電線管などの腐食

８．外灯の腐食

９．自動販売機の接地不良

１０．外壁面のふくれ

１１．タイル又は塗装面等の浮き・はがれ

主な議題の概要

■ 建築物の点検・確認と関連法令について

・建築物の点検に関する法令の推移と義務化

・点検対象とその周期

・点検項目・内容、点検方法及び結果の判定

・保全に関する基準と実施要領

・点検と確認について

・保全台帳による点検記録について

などについて説明を行いました。
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■ 建築保全業務の発注仕様書と積算

特記仕様書作成時のポイントについて、

点検項目の選定、点検周期及び点検項目の

数量にいて、明確かつ適正な記載が必要に

なってくることを説明しました。

建築保全業務の積算の要点として、保全

業務費の構成、直接人件費の求め方、直接

物品費等の求め方、労務数量の集計方法等

、建築保全業務労務単価、定期点検費用の

比較と傾向、保全労務数量算出の根拠など

を説明しました。

■ 新潟美咲合同庁舎１号館での実地講習

今年度も上記で説明した法令による定期点

検の実地講習を行いました。 参加者が２

班に分かれ、建物の外部～内部を巡回しな

がら、敷地、外壁、玄関周り、廊下・階段

、内部諸室等の点検部位について、点検

マニュアルチェックシートを活用しながら

、チェックポイントを紹介しました。

■ アンケート結果

会議終了後、参加者の皆様にアンケートを

記入いただきましたが、会議内容や運営方法

等に関わるご意見を多数いただきました。

ご意見の例として、｢(担当したことがない

業務だったので｡)内容的にレベルの高いもの

であった。」、「どのような施設が対象にな

り、具体的にどのようにしていけば良いかを

詳しく教えて欲しい。」、「毎年、施設を全て

巡回して欲しい。」など、会議の開催や議題の

選定に関するご要望をいただきました。

今後あらためて議題選定にあたり内容を検

討させていただき、次回からの会議運営に生

かしていきたいと思います。

会議状況（新潟地区）

会議状況（石川・富山地区）

法定点検実地講習状況（新潟地区）
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図１ 議題内容の評価

図２ 説明及び説明資料の評価

図３ 今後の会議で充実を望む議題

以下に主なアンケート項目の集計結果を紹介します。
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■ 管内事業研究会開催

研究会は組織の活性化及び個人のスキル

アップを目的に毎年開催されているもので、

今年は７月２７日・２８日の両日にわたり、

美咲地方合同庁舎において開催されました。

研究テーマは、イノベーション、アカウン

タビリティ、安全・安心、くらし・活力など

７テーマに分類されています。

２８日は事業研究発表会終了後、群馬大学

大学院工学研究科片田教授による「想定を超

える災害にどう備えるか」について特別講演

があり、研究発表に対する表彰が行われまし

た。 表彰は事業研究発表全１４２題のうち、

・新潟空港滑走路液状化対策工事

・震災経験を未来につなぐ一方策

・地震発生時に北陸管内港湾が担う役割

等、以下のとおり２３題が表彰されました。

最優秀賞 ６題

優秀賞 １２題

技術協会特別賞 ５題

営繕部からは２題を発表しています。

くらし・活力をテーマとして「長岡防災シ

ビックコアと長岡地方合同庁舎の取り組み」

については、全体の調和を図ることを目的に

・建設される建物の形態や色調を統一する

ことで周辺の圧迫感の緩和を図る

・庁舎間に雁木を配し交流広場を設けるな

どオープンスペースによる一体感の創出

・内装には地場産である越後杉の活用

・視認性を考慮した構内標識の統一的なデ

ザイン計画等によりぬくもりや賑わいの

ある空間の創出 など、

営繕部としての取り組みが紹介されました。

また、安全・安心をテーマに「新潟美咲合同

庁舎１号館ユニバーサルデザインレビュー 」

については、全ての利用者が安全で安心、快適

かつ円滑に利用できるようユニバーサルデザイ

ンの考え方を導入した平成１７年度完成の合同

庁舎を対象に、今般運用段階の評価・検証を関

係団体の協力のもと、１階を中心に

・出入り口・道路・エレベータ関係

・玄関ホール・トイレ関係

・サイン避難路関係

などについて、肢体不自由者や、視覚障害者の

方々等に実際利用していただき検証・評価され

た内容などについて報告が行われました。

■ 公共建築相談窓口

北陸地方整備局営繕部では、国等の機関や地

方公共団体からの公共建築に関する疑問・質問

等にお答えする「公共建築相談窓口」を開設し

ています。今号掲載記事の内容、施設整備や保

全等に関してお困りのことがありましたら、お

気軽にご相談ください。北陸地方整備局営繕部

ＨＰからアクセスをお願いします。また、電話

やＦＡＸでも営繕部又は金沢営繕事務所までお

気軽にご相談ください。

○ 北陸地方整備局営繕部 ＨＰアドレス

http://www.hrr.mlit.go.jp/eizen/

○ 北陸地方整備局営繕部 計画課

ＴＥＬ 025－280－8880（内線5153）

（保全関連は内線5181）

ＦＡＸ 025－370－6504

○ 北陸地方整備局金沢営繕事務所 技術課

ＴＥＬ 076－263－4585

ＦＡＸ 076－231－6369
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